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   Ｃ１２Ｎ   9/12     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月20日(2013.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
プロテインキナーゼＡ又はカゼインキナーゼIIを含む、ニューロンからの神経突起伸長の
阻害の軽減剤であって、
前記ニューロンがＮｏｇｏ受容体を含み、
前記ニューロンのＮｏｇｏ受容体のリン酸化を引き起こすことのできる、前記軽減剤。
【請求項２】
プロテインキナーゼＡ及びカゼインキナーゼIIを含む、請求項１に記載の軽減剤。
【請求項３】
リン酸化がＮｏｇｏ受容体のセリン２８１に対応するアミノ酸残基のリン酸化である、請
求項１又は２に記載の軽減剤。
【請求項４】
Ｎｏｇｏ受容体がヒトＮｇＲ１である、請求項１～３のいずれかに記載の軽減剤。
【請求項５】
脊髄損傷のための医薬の製造のための、プロテインキナーゼＡポリペプチドの使用。
【請求項６】
プロテインキナーゼＡポリペプチドを含む脊髄損傷の治療剤。
【請求項７】
脊髄損傷のための医薬の製造のための、カゼインキナーゼIIポリペプチドの使用。
【請求項８】
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カゼインキナーゼIIポリペプチドを含む脊髄損傷の治療剤。
【請求項９】
医薬としての使用のための、プロテインキナーゼＡ及びカゼインキナーゼIIを含む組成物
。
【請求項１０】
脊髄損傷のための医薬の製造のための、請求項９に記載の組成物の使用。
【請求項１１】
脊髄損傷の治療における使用のための請求項９に記載の組成物。
【請求項１２】
神経突起伸長を引き起こすための医薬の製造のための、プロテインキナーゼＡポリペプチ
ド又はカゼインキナーゼIIポリペプチドの使用。
【請求項１３】
プロテインキナーゼＡポリペプチド又はカゼインキナーゼIIポリペプチドを含む神経突起
伸長剤。
【請求項１４】
対象にＮｏｇｏ受容体のリン酸化を引き起こすことのできるプロテインキナーゼＡ又はカ
ゼインキナーゼIIを有効量含む、脊髄損傷の治療剤。
【請求項１５】
損傷部位へ局在投与される、請求項１４に記載の治療剤。
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